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21
年
度
決
算
の

財
政
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を
公
表

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
に
か
か

る
情
報
の
公
開
度
、透
明
度
を
高
め
て
、

そ
の
団
体
の
財
政
事
情
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
こ
と

と
、
財
政
事
情
の
悪
化
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」が
、

平
成
19
年
６
月
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
特
別
会
計
や
公
営

企
業
会
計
も
合
わ
せ
た
連
結
決
算
に
よ

り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
性

を
判
断
す
る
下
記
①
〜
④
の
指
標
（
財

政
健
全
化
判
断
比
率
）
と
、
公
営
企
業

の
経
営
健
全
性
を
判
断
す
る
指
標
（
資

金
不
足
比
率
）
で
明
ら
か
に
し
、「
早

期
健
全
化
」
と
「
財
政
再
生
」
の
２
段

階
で
財
政
の
悪
化
具
合
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。

　

こ
の
比
率
は
、
平
成
19
年
度
決
算
か

ら
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
平
成
20
年

度
決
算
以
降
は
、
比
率
が
一
定
の
基
準

を
超
え
る
団
体
は
、「
早
期
健
全
化
計

画
」
あ
る
い
は
「
財
政
再
生
計
画
」
を

策
定
し
、
早
急
に
財
政
事
情
の
改
善
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

下
記
の
と
お
り
、
本
市
の
平
成
21
年

度
決
算
に
お
け
る
健
全
化
判
断
比
率

は
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
将
来
負
担

比
率
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
指
数

（
３
２
７
・
９
）
を
下
回
っ
た
も
の
の
他

市
と
の
比
較
に
お
い
て
、
依
然
と
し
て

非
常
に
高
い
比
率
で
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
低
減
努
力
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
過
年
度

に
発
行
し
た
小
学
校
建
設
の
市
債
の
償

還
が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
の
た
め
昨
年

度
（
１
５
・
６
）
と
比
較
し
て
上
昇
傾

向
に
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

　

い
ず
れ
の
比
率
も
早
期
健
全
化
基
準

に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、
諸
改
革
の
実
施

と
長
期
の
財
政
見
通
し
を
も
っ
て
、
早

期
の
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●平成21年度決算における健全化判断比率（表１）

区分 健全化判断
比率

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字
比率 赤字なし 12.87 20.00

連結実質
赤字比率 赤字なし 17.87 40.00

実質公債
費比率 17.5 25.0 35.0

将来負担
比率 309.3 350.0 制度なし

（単位：％）

区分 資金不足
比率

経営健全化
基準

財政再生
基準

大津湖南都市計画事業栗東駅
前土地区画整理事業特別会計 不足なし 20.0 制度なし

公共下水道事業
特別会計 不足なし 20.0 制度なし

農業集落排水事業
特別会計 不足なし 20.0 制度なし

水道事業会計 不足なし 20.0 制度なし

●平成 21年度決算における資金不足比率（表２）
（単位：％）

◆
市
財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
指
標

（
表
１
）

①
実
質
赤
字
比
率
…
一
般
会
計
な
ど

（
泫
１
）
の
実
質
赤
字
が
標
準
財
政

規
模
（
泫
２
）
に
占
め
る
割
合

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
本
市
の
全
会

計
の
実
質
赤
字
（
ま
た
は
資
金
不
足

額
）
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割

合
③
実
質
公
債
費
比
率
…
一
般
会
計
な
ど

が
負
担
す
る
公
債
費
が
標
準
財
政
規

模
に
占
め
る
割
合

④
将
来
負
担
比
率
…
一
般
会
計
な
ど
が

将
来
負
担
す
べ
き
債
務
が
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合

◆
公
営
企
業
の
経
営
健
全
性
を
判
断
す

る
指
標
（
表
２
）

・
資
金
不
足
比
率
…
資
金
不
足
額
が
公

営
企
業
会
計
（
泫
３
）
の
事
業
規
模

に
占
め
る
割
合

泫
１【
一
般
会
計
な
ど
】…
市
で
は
、「
一

般
会
計
」「
土
地
取
得
特
別
会
計
」「
墓

地
公
園
特
別
会
計
」「
栗
東
新
都
心

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
」
が

あ
り
ま
す
。

泫
２
【
標
準
財
政
規
模
】
…
地
方
公
共

団
体
の
一
般
財
源
（
使
途
が
特
定
さ

れ
て
い
な
い
財
源
）
の
標
準
規
模
を

示
す
も
の
で
、
税
収
入
・
各
種
譲
与

税
・
県
税
交
付
金
な
ど
で
構
成
さ
れ

ま
す
。

泫
３【
公
営
企
業
会
計
】…
市
で
は
、「
大

津
湖
南
都
市
計
画
事
業
栗
東
駅
前
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
」「
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
」「
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
」「
水
道

事
業
会
計
」
が
あ
り
ま
す
。

問合せ…財政課　☎551-0100　 FAX 554-1123
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活
（
64
・
１
％
）、
次
点
に
個
人
の
生

活
（
18
・
０
％
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、現
実
に
優
先
し
て
い
る
も
の
は
、

仕
事
（
40
・
３
％
）、
次
点
が
家
庭
生

活
（
50
・
３
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
と
は

　

望
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
実
現
で
き

な
い
理
由
は
、
個
々
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
社
会
を
構
成

「
パ
ー
ト
ナ
ー
し
が
強
調
週
間
」

　

10
月
10
日
〜
17
日
は
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
す
「
パ
ー
ト
ナ
ー

し
が
の
強
調
週
間
」で
す
。
民
間
団
体
・

市
町
・
県
が
連
携
し
て
県
内
一
円
で
フ

ォ
ー
ラ
ム
や
広
報
紙
な
ど
に
よ
る
啓
発

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
週
間
を
機
に
、家
庭
で
職
場
で
、

地
域
で
、
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
優
先
し
た
い
の
は
家
庭
生
活

で
も
、
現
実
は
…

　

仕
事
は
、
暮
ら
し
を
支
え
、
生
き
が

い
や
喜
び
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、
家

事
や
育
児
、
地
域
活
動
、
自
己
啓
発
な

ど
も
暮
ら
し
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。

　

し
か
し
実
際
に
は
、
仕
事
と
生
活
の

は
ざ
ま
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
り
、
思
い
描
く
生
活
を
送
る
こ
と
が

難
し
い
の
が
現
実
で
す
。

　

平
成
21
年
に
行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
（
下
の
グ
ラ
フ
参
照
）
で
も
、
最

も
優
先
し
た
い
も
の
と
し
て
、
家
庭
生

問
合
せ
…
協
働
ま
ち
づ
く
り
課

男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
551-

０
２
９
０　
　

554-

１
１
２
３

FAX

し
て
い
る
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
努
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
に
と
っ
て
、

仕
事
と
家
庭
生
活
を
両
立
さ
せ
、
よ
り

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

で
す
。

■
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
取
り
組
み

　

政
府
は
、
企
業
や
働
い
て
い
る
人
、

市
民
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
な
働
き
方
に

対
応
し
た
子
育
て
支
援
や
介
護
な
ど
の

た
め
の
社
会
的
基
盤
づ
く
り
を
積
極
的

に
行
い
ま
す
。

　

企
業
は
、
育
児
・
介
護
な
ど
休
暇
の

制
度
を
利
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
や
、

そ
の
人
に
合
っ
た
働
き
方
を
柔
軟
に
認

め
る
な
ど
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
に

努
め
ま
す
。

　

そ
し
て
個
人
は
、
少
し
で
も
効
率
的

に
な
る
よ
う
仕
事
の
進
め
方
を
見
直
し

ま
す
。
ま
た
、
生
活
で
は
家
事
の
手
抜

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
事
に
か
か

る
時
間
を
減
ら
し
、
家
族
で
お
互
い
に

手
伝
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
よ
り

少
し
で
も
、
自
分
の
生
活
に
お
い
て
大

事
な
こ
と
が
で
き
る
時
間
を
つ
く
り
ま

す
。

■
毎
日
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、

暮
ら
し
や
す
い
社
会
へ

　

こ
の
小
さ
な
積
み
重
ね
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
自
分

の
思
い
描
く
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
境
遇
の
人
や

事
情
の
あ
る
人
に
と
っ
て
も
、
働
き
や

す
く
暮
ら
し
や
す
い「
活
力
あ
る
社
会
」

が
実
現
さ
れ
、
性
別
や
国
籍
な
ど
に
か

か
わ
り
な
く
、
人
が
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
と
も
に
助
け
合
い
、
喜
び
と
責

任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
目
指
し
ま
す
。

女ひ

と

と
男ひ

と

が
と
も
に
歩
み
、
と
も
に
輝
く
社
会

話
そ
う
、
働
こ
う
、
育
て
よ
う
。
い
っ
し
ょ
に
。 （
平
成
22
年
度　

内
閣
府
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
作
品
募
集　

最
優
秀
作
品
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望

現実

個人の生活
地域生活家庭生活仕事

40.3

17.1

50.3

64.1

1.9

0.8

7.5

18.0

仕事と生活の希望と現実（最も優先するのは？）

　

仕
事
と
家
庭
が
両
立
で
き
る
働
き
続

け
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
と
、
企
業

経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
、
企
業
で

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進

し
た
実
績
を
持
つ
、
木
谷
宏
教
授
（
麗

澤
大
学
）
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
…
11
月
４
日
㈭
13
時
30
分
〜

場
所
…
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
講
演
会
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保
育
園
・
幼
稚
園
・
幼
児
園
（　
　
　

）の
入
園
案
内

平
成
23
年
４
月
か
ら
の

★
対
象
年
齢

●
市
立
保
育
園

　

生
後
６
カ
月
後
〜
５
歳
児

●
法
人
立
保
育
園

　

生
後
３
カ
月
後
〜
５
歳
児

※
こ
だ
ま
乳
児
保
育
園

　

生
後
３
カ
月
後
〜
２
歳
児

★
対
象
者

　

入
所
希
望
月
の
初
日
に
、
本
市
に
在

住
し
、
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録

が
あ
る
人

★
入
所
基
準

　

次
の
①
〜
⑦
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
子
ど
も
が
保
育
に
欠
け
る
場
合
に

対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
申
込

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
立
保

育
園
お
よ
び
大
宝
保
育
園
に
お
い
て
、

年
度
途
中
で
の
中
時
間
・
長
時
間
保
育

課
程
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
1

年
を
と
お
し
て
お
考
え
く
だ
さ
い
。
な

お
、中
時
間
保
育
課
程
の
保
育
時
間
は
、

16
時
ま
で
で
す
。

①
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常
態
と

し
て
い
る

●
保
育
園
の
中
時
間
保
育
課
程
…
長
時

間
保
育
課
程
の
保
育
料
の
４
分
の
３

の
額

★
就
学
前
保
育
の
民
活
施
策
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
７
月
23
日
、
保
育
の
さ
ら

な
る
充
実
を
目
的
に
「
就
学
前
保
育
に

民
間
活
力
を
導
入
す
る
施
策
」
を
決
定

し
、
そ
の
計
画
の
一
環
と
し
て
、
一
部

公
立
保
育
園
の
法
人
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
、
大
宝
保
育
園
を
法

人
化
す
る
と
と
も
に
、
大
橋
保
育
園
は

大
宝
保
育
園
に
機
能
移
転
し
、
廃
園
し

ま
し
た
。

　

右
表
の
備
考
欄
に
「
＊
」
の
表
示
が

あ
る
３
園
が
、
今
後
の
法
人
化
等
民
活

計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
治
田
保
育
園
…
平
成
26
年
度
ま
で
を

　

市
立
保
育
園
（
中
時
間
・
長
時
間

保
育
課
程
）、
法
人
立
保
育
園

園名 区分
保育課程

電話番号 備考
中時間 長時間

金勝第 1幼児園 市立 ○ ○ 558-0250

金勝第 2保育園 市立 ○ ○ 558-0068 ＊

葉山幼児園 市立 ○ ○ 552-0079

葉山東幼児園 市立 ○ ○ 553-9102

治田保育園 市立 ○ ○ 552-1079 ＊

治田東幼児園 市立 ○ ○ 554-0054

治田西幼児園 市立 ○ ○ 553-4651 ＊

大宝西保育園 市立 ○ ○ 553-6990

こだま保育園 法人立 － ○ 554-5262

グランマの家保育園 法人立 － ○ 554-1744

こだまふれんど保育園 法人立 － ○ 554-3239

治田西カナリヤ第三保育園 法人立 － ○ 553-3907

こだま乳児保育園 法人立 － ○ 554-0581

大宝保育園 法人立 ○ ○ 552-2088

市立保育園・法人立保育園

②
居
宅
内
で
子
ど
も
と
離
れ
て
日
常
の

家
事
以
外
の
労
働
を
す
る
こ
と
を
常

態
と
し
て
い
る

③
死
亡
、
行
方
不
明
、
拘
禁
な
ど
の
理

由
で
親
が
い
な
い

④
出
産
の
前
後
、
病
気
、
負
傷
、
心
身

に
障
が
い
を
有
す
る
な
ど
の
状
態
に

あ
る

⑤
長
期
に
わ
た
り
、
疾
病
状
態
、
心
身

に
障
が
い
を
有
す
る
な
ど
の
状
態
に

あ
る
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て

い
る

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
の
他
の

災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

⑦
市
長
が
認
め
る
①
〜
⑥
に
類
す
る
状

態
に
あ
る

★
保
育
料

●
保
育
園
の
長
時
間
保
育
課
程
…
保
護

者
の
前
年
分
の
所
得
税
な
ど
に
よ
っ

て
決
定
し
ま
す
。
市
立
保
育
園
も
法

人
立
保
育
園
も
、
同
じ
額
と
な
り
ま

す
。

※
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
に
か

け
て
、
保
育
料
を
段
階
的
に
改
定
中

で
す
。
平
成
23
年
度
の
保
育
料
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
申
込
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

短
・
中
・
長
時
間

保
育
課
程
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★
対
象
年
齢

　

３
歳
児
〜
５
歳
児

★
対
象
者

　

申
込
書
提
出
時
に
、本
市
に
在
住
し
、

住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
が
あ

る
人

★
申
込
受
付

　

乳
幼
児
数
の
増
加
に
伴
い
、
限
ら
れ

た
施
設
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
平

成
21
、
22
年
度
に
引
き
続
き
、
就
学
を

控
え
た
通
園
区
域
内
の
４
・
５
歳
児
の

入
園
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
３
・
４
・
５
歳
児
の
入
園

申
込
み
を
10
月
に
一
斉
に
受
け
付
け
、

先
に
４
・
５
歳
児
の
ク
ラ
ス
数
を
決
定

　

市
立
幼
稚
園
（
短
時
間
保
育
課
程
）

　

申
込
書
の
交
付
・
受
付
の
場
所

と
日
時

し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
各
園
に
お
け
る
残
り
の
保

育
室
の
状
況
に
応
じ
て
３
歳
児
の
受
け

入
れ
を
行
い
ま
す
が
、
申
込
み
人
数
が

３
歳
児
の
受
け
入
れ
数
を
超
え
た
園
へ

の
入
園
に
つ
い
て
は
、
そ
の
園
に
申
込

み
を
さ
れ
た
当
該
通
園
区
域
内
の
す
べ

て
の
３
歳
児
を
対
象
と
し
て
抽
選
を
行

い
ま
す
。
抽
選
と
な
っ
た
場
合
は
、
10

月
末
ま
で
に
郵
送
に
て
通
知
し
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
抽
選
が

な
い
場
合
は
、通
知
し
ま
せ
ん
。
な
お
、

抽
選
の
結
果
、
入
園
で
き
な
か
っ
た
人

は
、
通
園
区
域
外
で
受
け
入
れ
が
可
能

申込書
交付日

申込み
受付日

市立幼稚園（短時間
保育課程）

10月４日㈪
  ～８日㈮

10月12日㈫
  ～15日㈮

市立保育園（中時間・
長時間保育課程）、
法人立保育園

10月18日㈪
  ～22日㈮

園名 定数（人） 電話番号 抽選日

金勝第 1幼児園 175 558-0250 11月 4日㈭午前

葉山幼児園 210 552-0079 11月 8日㈪午前

葉山東幼児園 175 553-9102 11月10日㈬午前 

治田幼稚園 210 552-2756 11月15日㈪午後

治田東幼児園 210 554-0054 11月17日㈬午前

治田西幼児園 315 553-4641 11月17日㈬午後

大宝幼稚園 385 552-1698 11月15日㈪午前

大宝幼稚園分園 315 551-5242 11月 8日㈪午後

大宝西幼稚園 210 553-3788 11月 4日㈭午後

市立幼稚園（短時間保育課程）

●
場
所
…
各
保
育
園
、
幼
稚
園
、
幼
児

園
、
幼
児
課

※
施
設
見
学
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
各

園
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。　

※
現
在
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
幼
児
園

に
在
園
し
て
い
る
園
児
も
、
申
込
み

が
必
要
で
す
。

※
同
一
世
帯
か
ら
保
育
園
（
中
時
間
・

長
時
間
保
育
課
程
）
と
幼
稚
園
（
短

時
間
保
育
課
程
）
と
の
両
方
に
申
し

込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
入
所
基
準
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ

な
い
場
合
や
、
受
け
入
れ
可
能
人
数

を
超
え
た
場
合
は
、
入
園
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
時
間
…
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

申
込
み
に
つ
い
て
の
詳
し
い
問
合
せ
…

　

幼
児
課

☎
551-

０
４
２
４　
　

551-

０
１
４
９

　

ま
た
は
各
園
へ

FAX

め
ど
に
近
隣
に
誘
致
し
た
法
人
に
機

能
移
転
を
計
画

・
治
田
西
幼
児
園
（
中
時
間
・
長
時
間

保
育
課
程
）
…
平
成
26
年
度
ま
で
を

め
ど
に
近
隣
の
法
人
立
保
育
園
の
定

数
拡
大
や
誘
致
に
よ
り
、
法
人
に
機

能
移
転
な
ど
を
計
画

・
金
勝
第
２
保
育
園
…
施
設
運
営
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
施
設
管
理
者
（
Ｊ

Ｒ
Ａ
）
と
協
議
す
る
計
画

　

た
だ
し
、
条
件
が
整
っ
た
施
設
に
つ

い
て
は
、
順
位
を
繰
り
上
げ
て
取
り
組

む
計
画
で
す
。

な
園
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
で
す
。

★
保
育
料

●
４
・
５
歳
児
…
年
額
７
８
０
０
０
円

（
月
額
６
５
０
０
円
）

●
３
歳
児
…
年
額
８
６
４
０
０
円
（
月

額
７
２
０
０
円
）

●
預
か
り
保
育
料
…
１
回
２
０
０
円

（
14
〜
16
時
）

※
幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
斉
申

込
受
付
期
間
の
申
込
状
況
に
よ
り
各

園
の
ク
ラ
ス
編
成
や
各
年
齢
児
の
定

員
数
を
決
定
し
ま
す
。
下
記
期
間
後

の
申
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
定

し
た
定
員
数
の
中
で
受
け
入
れ
を
行

い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
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平
成
21
年
度
介
護
保
険
事
業
運
営
状
況

　

介
護
保
険
は
、
医
療
保
険
、
年
金
保

険
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
に
次
ぐ
社

会
保
険
で
、
市
が
運
営
し
皆
さ
ん
の
老

後
の
暮
ら
し
を
支
え
る
制
度
で
す
。

　

平
成
21
年
度
本
市
の
介
護
保
険

事
業
の
運
営
収
支
は
歳
入
総
額
で

20
億
１
７
０
０
万
３
千
円
、
主
に
は

介
護
保
険
料
、
国
や
県
な
ど
の
介
護

給
付
費
負
担
金
、
地
域
支
援
事
業
交

付
金
、
介
護
給
付
費
以
外
の
市
か
ら

の
繰
入
金
お
よ
び
繰
越
金
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
歳
出
総
額
は

19
億
９
８
０
４
万
３
千
円
で
、
要
介
護

認
定
審
査
な
ど
の
運
営
経
費
と
し
て
支

出
す
る
総
務
費
、
介
護
給
付
費
お
よ
び

介
護
予
防
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
支
援

事
業
の
経
費
に
支
出
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
満
40
歳
以
上
の
本
市
被
保
険

者
に
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
介
護
保
険

料
は
、
要
介
護
や
要
支
援
の
認
定
を
受

　

浄
化
槽
が
正
常
な
機
能
を
発
揮
す
る

に
は
、
保
守
点
検
・
清
掃
な
ど
の
適
正

な
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
維

持
管
理
と
は
別
に
、
浄
化
槽
の
設
置
者

（
管
理
者
）は
年
に
１
回
、「
法
定
検
査
」

を
受
検
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。「
法
定
検
査
」と
は
、

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

浄
化
槽
の
機
能
と
維
持
管
理
が
適
正
で

あ
る
か
を
確
認
す
る
検
査
で
す
。
法
定

検
査
を
受
検
し
て
い
な
い
人
は
、
㈳
滋

賀
県
生
活
環
境
事
業
協
会
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
が
適

正
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ

た
し
た
ち
の
生
活
排
水
を
浄
化
し
て
き

れ
い
な
水
を
川
に
流
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
浄
化
槽
を
廃
止
し
た
と
き

は
、
30
日
以
内
に
市
に
浄
化
槽
廃
止
届

を
出
す
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

法
定
検
査
の
問
合
せ
・
申
込
み

…
㈳
滋
賀
県
生
活
環
境
事
業
協
会

☎
554-

９
２
７
１　
　

554-

９
２
９
３

浄
化
槽
に
関
す
る
問
合
せ

…
滋
賀
県
循
環
社
会
推
進
課

☎
528-

３
４
７
４　
　

528-

４
８
４
５

ま
た
は
市
役
所
生
活
環
境
課

☎
551-

０
３
３
６　
　

552-

７
０
０
０

FAX FAX FAX

け
た
人
が
利
用
し
た
介
護（
介
護
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
保
険
給
付
の
支
払

い
（
介
護
給
付
費
）
や
介
護
予
防
事
業

の
推
進
経
費
の
み
に
充
て
て
い
る
貴
重

な
財
源
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

歳
入
総
額
の
う
ち
介
護
給
付
費
の
財

表１ 歳入総額のうち介護給付費の財源内訳
金額 構成比

第１号被保険者
介護保険料 4億 3855 万 5千円 23.3%

第２号被保険者
介護給付費支払基金交付金 5億 6133 万 5千円 29.9%

介護給付費準備基金
繰入金 101万 2千円 0.1%

国庫支出金 3億 4343 万 5千円 18.3%

介護給付費財政調整
交付金 972万 8千円 0.5%

県支出金 2億 7659 万 2千円 14.7%

繰入金（栗東市負担分） 2億 3410 万 9千円 12.5%

介護従事者処遇改善
臨時特例基金繰入金 1273万 3千円 0.7%

計 18億 7749万 9千円 100.0%

表２ 歳出総額のうち介護給付費の支給内訳
　介護保険給付費は、介護認定を受けた人が利用
した介護サービス費用の９割を保険から給付して
います。残りの１割は利用者が負担しています。

金額 構成比
居宅介護サービス費 9億 4605 万 0千円 50.4%
施設介護サービス費 6億 6693 万 0千円 35.5%
地域密着型サービス費 9926 万 1千円 5.3%
介護予防サービス費 6602万 9千円 3.5%
特定入所者
介護サービス費 6264万 5千円 3.3%

高額介護サービス費 2090万 5千円 1.1%
住宅改修費 1036万 9千円 0.6%
審査支払手数料 289万 5千円 0.2%
福祉用具購入費 241万 5千円 0.1%

計 18億 7749 万 9千円 100.0%

源
内
訳
は
表
１
、
歳
出
総
額
の
う
ち
介

護
給
付
費
の
支
給
内
訳
は
表
２
の
と
お

り
で
す
。

問
合
せ
…
長
寿
福
祉
課 

介
護
保
険
係

☎
551-

０
２
８
１　
　

552-

９
３
２
０

FAX
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中
央
公
民
館
は
平
成
2323
年
５
月
末
で
閉
館

年
５
月
末
で
閉
館

10
月
17
日
㈰
「
住
民
カ
ー
ド
」
切
り
替
え
業
務
を
実
施

　

平
日
に
実
施
し
て
い
る
「
印
鑑
登
録

証
か
ら
住
民
カ
ー
ド
へ
の
切
替
業
務
」

を
、
10
月
17
日
㈰
に
行
い
ま
す
。
住
民

カ
ー
ド
を
使
う
と
、
市
役
所
１
階
総
合

窓
口
課
に
あ
る
自
動
交
付
機
で
、
暗
証

番
号
を
入
力
し
て
、
住
民
票
の
写
し
・

印
鑑
証
明
書
・
住
民
票
記
載
事
項
証
明

書
・
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明

書
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
動
交
付
機
は
交
付
申
請
書
の
記
入

が
不
要
で
、
待
ち
時
間
も
窓
口
利
用
に

比
べ
て
短
縮
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
暗
証
番
号
を
登
録
し
た
「
住
民
カ

ー
ド
」
へ
の
切
り
替
え
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

日
時
…

　

10
月
17
日
㈰
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

場
所
…
市
役
所
１
階 

総
合
窓
口
課

必
要
書
類
…

①
「
印
鑑
登
録
証
」
ま
た
は
暗
証
番
号

未
登
録
の
「
住
民
カ
ー
ド
」

②
本
人
確
認
が
で
き
る
顔
写
真
付
き
の

官
公
庁
発
行
の
身
分
証
明
書
（
運
転

免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

③
認
印
（
実
印
も
可
、ゴ
ム
印
は
不
可
）

　

カ
ー
ド
の
持
ち
主
本
人
が
窓
口
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
を
確
認
の

上
、「
印
鑑
登
録
証
」
は
「
住
民
カ
ー
ド
」

に
無
料
交
換
し
、
暗
証
番
号
を
登
録
し

ま
す
。
暗
証
番
号
未
登
録
「
住
民
カ
ー

ド
」
に
は
暗
証
番
号
を
登
録
し
ま
す
。

　

も
し
も
カ
ー
ド
を
紛
失
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
印
鑑
登
録
が
再
度
必
要
で
す

問
合
せ
…
生
涯
学
習
課

☎
551-

０
１
４
５　
　

552-

５
５
４
４

FAX

　

昭
和
45
年
６
月
に
建
設
さ
れ
、
長
年

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
中
央
公
民
館
は
、
施

設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
23
年
５
月

31
日
㈫
を
も
っ
て
貸
館
業
務
を
終
了
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
中
央
公
民
館
内

に
あ
る
生
涯
学
習
課
と
少
年
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
23
年
２
月
以
降
に
（
仮
称
）

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
（
栗
東
市
安
養
寺

３
‐
１
‐
１
、
旧
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

へ
移
転
し
業
務
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

中央公民館代替施設（一例）

中央公民館 代替施設

和室
(20 人）

●各コミセン「和室」　●さきら「和室」　●ひだ
まりの家「教養娯楽室」　●やすらぎの家、ゆう
あいの家「小会議室」　●やすらぎの家、ゆうあ
いの家、なごやかセンター「教養娯楽室・集会室・
会議室」　●道の駅こんぜの里りっとう「研修室」

音楽室 ●さきら「練習室」「スタジオ」

各種団体室
（20人）

●各コミセン「集会室」「研修室」　●野洲川体育
館「会議室」　●森の未来館「小研修室」
●栗東市商工会館「研修室A・B・D」　●ウイン
グプラザ「研修室A・B・C」

第２会議室
（50人）
第３会議室
（50人）

●各コミセン「大会議室」　●さきら「研修室」
●市民体育館「会議室」　●ひだまりの家「会議室・
研修室・コミュニティホール」　●栗東歴史民俗
博物館　「研修室」　●やすらぎの家、ゆうあいの
家、なごやかセンター「集会室・会議室」　●農
林業技術センター「大会議室」　●栗東市商工会
館「研修室 E」　●ウイングプラザ「研修室D・E」
●滋賀県立栗東体育館「第１・第２・第３会議室」

大ホール
(330 人 )

●さきら「大ホール・中ホール・小ホール」
●ゆうあいの家、なごやかセンター「集会室（大）」
●森の未来館「大研修室」

※各施設の利用料や定員、休館日などはそれぞれの施
設にご確認ください

（
手
数
料
３
５
０
円
）。
10
月
17
日
㈰
は

印
鑑
登
録
も
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
、

印
鑑
登
録
さ
れ
る
本
人
が
登
録
さ
れ
る

印
鑑
と
顔
写
真
付
き
の
官
公
庁
発
行
の

身
分
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
戸
籍
謄
抄
本
・
住
民
票
の
写
し
・

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
・
印
鑑
証
明

書
の
発
行
業
務
も
実
施
し
ま
す
。（
住

民
異
動
の
手
続
き
や
税
証
明
の
発
行
は

で
き
ま
せ
ん
）

※
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

生
涯
学
習
課
移
転
後
の
中
央
公
民
館
貸

館
申
請
は
、
引
き
続
き
生
涯
学
習
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
…
総
合
窓
口
課

☎
551-

０
１
１
０　
　

553-

０
２
５
０

FAX

自
動
交
付
機
稼
働
時
間
…
８
時
30
分
〜

17
時
15
分
（
平
日
の
水
曜
日
は
20
時
ま

で
）
土
・
日
・
祝
日
も
稼
働
。
12
月
29

日
〜
１
月
３
日
は
稼
働
休
止

▲中央公民館


